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井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
１２月８日、井原市議会１２月定例会が開会しました。会期は１２月２２日までの１５日

間です。８日の開会日、瀧本市長が議案の提案説明を行いました。その中で、「市政の状況」
等について報告されました。その部分をできるだけ忠実に掲載します。

来年度の予算編成について

本市の予算編成につきましては、国、県の予算編成等が明らかでない現段階において的確な見通しを立
てることは極めて困難でありますが、歳入面では、歳入の３分の１を占めております普通交付税の「合併
算定替」の特例期間が、いよいよ平成２６年度で終わり、２７年度より５年間の経過措置を経ながら段階
的に減額されることとなっております。２７年度は特例措置の１０％、約１億２，０００万円が減額され
ることが見込まれるとともに、法人市民税は、市内企業の業績が年次的に大きく変動することから安定し
た収入が見込めないなど、財源の確保は引き続き厳しいものになると予測されるところであります。

こうした厳しい財政環境の中にありましても、先の市長選挙において新たに掲げさせていただいた６つ
の施策の柱を実現させるため、井原市第６次総合計画後期基本計画に基づき「健康寿命日本一を目指して
誰もが健康で笑顔あふれる住みよいまちづくり」のための諸事業を力強く、一つ一つ着実に推進してまい
る所存でございます。

このため、来年度の予算編成にあたっては、従来にも増して歳出全体の徹底した洗い直しを行い、事業
の選択と集中により、予算配分の重点化・効率化を実施し、社会経済情勢の変化を踏まえ、緊要と考えら
れる施策等に必要な経費の確保を図ることを基本に予算編成を実施してまいりたいと考えております。

市政の状況等について
定住促進施策について

ご承知のとおり、人口減少問題への対応につきましては、国は「まち・ひと・しごと創生本部」を立ち
上げ、先の臨時国会で「まち・ひと・しごと創生法案」及び「地域再生法の一部を改正する法律案」の、
２つの関連法案を可決、成立させたところであります。

こうした中、本市におきましても、来年度、市役所内部の横断的な組織として、本市の活性化を目的と
した戦略本部を設置し、総合的、かつ効果的な施策を推進していくこととしております。

現在、戦略本部としての環境を整えるため、地場産業振興センター２階の事務所を改修すべく準備を進
めております。工事期間中は、騒音等、何かと利用者の皆様にご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

子育て支援について
幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進める「子ど

も・子育て支援新制度」が平成２７年４月から本格的にスタートする予定です。
新制度への移行に伴い、「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準」等について、国の示した基準を基に条例を制定する必要がありますので、
今議会で関係条例の制定についてお願いしているところでございます。

今年度策定いたします計画について
現在、計画策定を進めておりますのは、「井原市第６次行政改革大綱・集中改革プラン」、「第３次井

原市子ども読書活動推進計画」、「井原市地域福祉計画・井原市地域福祉活動計画」、「井原市障害者福
祉計画・井原市障害福祉計画第４期」、「井原市子ども・子育て支援事業計画」、さらには、「井原市高
齢者保健福祉計画・介護保険事業計画第６期」の以上、６計画でありまして、既にそれぞれの素案を取り
まとめておりますので、今議会において、その概要を説明させていただくことにしております。

今後はパブリックコメント等の手続きを経て、今年度中に計画を策定してまいりたいと考えております。

幼稚園、小中学校への空調機の設置について
このことにつきましては、本年９月定例会の場でも述べさせていただきましたが、平成２７年度からの

４か年で、計画的に設置をしてまいりたいと考えております。
平成２７年度におきましては、建替予定の井原中学校を除く４中学校での整備を計画しておりますが、

工事施工箇所が教室内となることから、工事を夏休み期間中とすることが求められます。このため、工事
発注を平成２７年度早々にする必要があり今議会においてその実施設計に必要な経費を、補正予算として
お願しております。

幼稚園の３歳児教育について
来年度から芳井幼稚園にて３歳児教育を開始することとしており、その受入れに必要な経費につきまし

ても、補正予算としてお願いしております。 ２面へつづく
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この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見れます

１面よりつづく
スポーツ関係について

来年３月１日に開催いたします第２９回全国健康マラソン井原大会では、興譲館高校出身で天満屋女子
陸上部の「重友梨佐」選手をゲストランナーとしてお迎えすることとしており、ぜひ多くの方々にご参加
いただきたいと考えております。
井原バスセンターについて

現在工事は順調に進行しており、建物部分はほぼ完成し、外構の工事に移っております。１１月末時点
での工事進捗率は８０％となり、２月末の完成に向け整備を進めております。
出部公民館の建設について

建物部分の工事において１１月末時点での進捗率は９１％となり、１２月末の
完成に向けて整備を進めているところであります。
井原市立高等学校について

現在までほぼ計画どおり工事は進行しており、１１月末時点での進捗率は７１
％となり、２月末の完成を目指し、整備を進めております。

なお、同校は、昭和３９年４月に開校して以来、本年４月に創立５０周年を迎
え、先月２０日にアクティブライフ井原において、５０周年記念式典を開催したところでございます。

以上、最近の諸情勢について申し述べたところでありますが、次に本定例市議会におきましてご審議を
お願いいたします諸議案について、その概要を申し上げたいと存じます。

予算案件について
議案第５７号「平成２６年度井原市一般会計補正予算（第４号）」についてでありますが、今回の補正

は、職員の人事異動や給与改定に伴う人件費、補助事業の決定によるもののほか、緊急を要するものを主
体に所要の措置を講じたところであります。

その結果、補正額は、８，１４０万円、補正後の予算総額は、２１２億５，８８０万円となった次第で
あります。その主な財源といたしましては、国庫及び県支出金等の特定財源と前年度繰越金を充当いたし
ております。
歳出の主なものについて

まず、各科目において、それぞれ人件費補正を行い、総額で３，８６４万余円を減額計上いたしており
ます。

総務費では、地区集会所等整備事業費補助金に１９８万余円を計上しているほか、住宅リフォーム補助
金１，５００万円、いばらぐらし住宅新築補助金３，５００万円、地域づくり事業補助金１２０万円、防
犯灯設置費補助金４００万円、国庫負担金等精算返還金３，０４９万余円を計上いたしております。

民生費では、介護保険事業特別会計への繰出金６３９万余円、私立保育園保育実施委託料１，９００万
円を計上する一方で、衛生費では、井原地区清掃施設組合への負担金を９２３万余円減額計上いたしてお
ります。

農林水産業費では、農地台帳システムの更新委託料に３２４万円、園芸総合対策事業補助金に１，３５
０万円を計上いたしております。

消防費では、井原地区消防組合への負担金を２，４２３万円減額計上しております。
教育費では、小中学校の理科教育等設備整備に６３５万円、木之子中学校の営繕工事に３２０万円、市

内４中学校の空調設備工事の実施施計に２７０万円を計上しているほか、来年度より新たに芳井幼稚園で
三歳児教育を開始するための備品等整備へ２２１万円を計上いたしております。

議案第５８号「平成２６年度井原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」は、後期高齢者支
援金等の確定と平成２５年度国庫負担金等の精算に伴う補正をお願いしております。

議案第５９号「平成２６年度井原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」は、
人件費補正のほか、介護保険システムの改修業務、介護給付費準備基金への積立、平
成２５年度国庫負担金等の精算に伴う補正をお願いしております。

条例案件について
議案第６０号「井原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例について」は、子ども・子育て支援法の規定に基づき、特定教育・
保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定めるものであります。

議案第６１号「井原市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例について」は、児童
福祉法の一部改正に伴い、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定めるものであります。

議案第６２号「井原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について」は、
児童福祉法の一部改正に伴い、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定めるものであり
ます。 （以下は割愛させていただきました。）


